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(57)【要約】
【課題】明るさや色温度を簡単な操作で変えることがで
き、照明装置としての用途を拡大できるＬＥＤランプ１
０，２０，３０，４０を提供すること。
【解決手段】調光ボリューム１６ｄの調光摘み１６ｇを
回転操作してＬＥＤチップ１２に印加される電圧を可変
調整することにより、ＬＥＤランプ１０の照明光の明る
さ又は色温度を変える。そのため、ＬＥＤランプ１０，
２０，３０，４０を規格の異なる別のランプに取り替え
なくても照明光の明るさ又は色温度を可変調整でき、Ｌ
ＥＤランプ１０，２０，３０，４０の照明装置としての
用途を広げることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＥＤチップを実装したモジュール基板を放熱体の一端に固定し、放熱体の他端側に筒
状の絶縁体を介して口金を取り付け、ＬＥＤチップに電力を供給する点灯回路を放熱体及
び／又は口金の内部に配置し、点灯回路と口金を電気的に接続したＬＥＤランプであって
、
ＬＥＤチップの光量又は色温度を回転量に応じて可変調整する調光ボリュームの回転軸を
操作可能に放熱体又は絶縁体に設けたことを特徴とするＬＥＤランプ。
【請求項２】
　ＬＥＤチップを実装したモジュール基板を放熱体の一端に固定し、放熱体の他端側に筒
状の絶縁体を介して口金を取り付け、ＬＥＤチップに電力を供給する点灯回路を放熱体及
び／又は口金の内部に配置し、点灯回路と口金を電気的に接続したＬＥＤランプであって
、
ＬＥＤチップの光量又は色温度を変更する切換スイッチを操作可能に放熱体又は絶縁体に
設けたことを特徴とするＬＥＤランプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、ＬＥＤチップを光源として内蔵するＬＥＤランプに関する。
【背景技術】
【０００２】
近時、消費電力の大きい白熱電球に代えて、消費電力の少ないＬＥＤを光源として用いる
ＬＥＤランプの需要が高まっている。
一般に、この種のＬＥＤランプは例えば、特開２０１１－７０９７２号公報、特開２０１
１－８２１３２号公報、特開２０１１－９０８２８号公報、特開２０１１－９１０３３号
公報に開示されているように、ＬＥＤチップを実装したモジュール基板を熱伝導性と放熱
性に優れたアルミニウムなどの金属性放熱体の一端に固定し、モジュール基板を覆うよう
に透明又は半透明のグローブを放熱体に取付け、放熱体の他端側に口金を取り付け、ＬＥ
Ｄチップに電力を供給する点灯回路を放熱体に内蔵し、点灯回路と口金を電気的に接続し
た構成を備えている。
　また、光源としてＬＥＤチップを用い、ＬＥＤチップの光量や色温度を調整可能な照明
装置が例えば、特開２００４－３６３０６１号、特開２０１１－１７５７９３号、特開２
０１１－２２２７２３号に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－７０９７２号公報
【特許文献２】特開２０１１－８２１３２号公報
【特許文献３】特開２０１１－９０８２８号公報
【特許文献４】特開２０１１－９１０３３号公報
【特許文献５】特開２００４－３６３０６１号公報
【特許文献６】特開２０１１－１７５７９３号公報
【特許文献７】特開２０１１－２２２７２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記した従来のＬＥＤランプは国際規格に則った形状、寸法を有する口金を備えている
ので、白熱電球と同様に天井や壁面に設置されているソケットに取り付けて使用できる。
ところで、この種のＬＥＤランプは白熱電球と同様、所定の明るさ又は色温度の照明光を
発するように規格化されている。そのため、照明光の明るさや色温度を変更するには、規
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格の異なる別のＬＥＤランプに取り替えなければならず、使い勝手が悪い。
　一方、上記したＬＥＤチップを光源とする照明装置は光量や色温度を調整できるものの
、ＬＥＤランプのように天井や壁面に設置されているソケットに着脱できず、設置に要す
る施工コストが高くなる。
【０００５】
　本発明はかかる問題点に鑑み、明るさや色温度を簡単な操作で変えることができ、照明
装置としての用途を拡大できるＬＥＤランプを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は、ＬＥＤチップを実装したモジュール基板を放熱体の一端に固
定し、放熱体の他端側に筒状の絶縁体を介して口金を取り付け、ＬＥＤチップに電力を供
給する点灯回路を放熱体及び／又は口金の内部に配置し、点灯回路と口金を電気的に接続
したＬＥＤランプであって、
ＬＥＤチップの光量又は色温度を回転量に応じて可変調整する調光ボリュームの回転軸を
操作可能に放熱体又は絶縁体に設けたことを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、ＬＥＤチップを実装したモジュール基板を放熱体の一端に固
定し、放熱体の他端側に筒状の絶縁体を介して口金を取り付け、ＬＥＤチップに電力を供
給する点灯回路を放熱体及び／又は口金の内部に配置し、点灯回路と口金を電気的に接続
したＬＥＤランプであって、
ＬＥＤチップの光量又は色温度を変更する切換スイッチを操作可能に放熱体又は絶縁体に
設けたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
請求項１に記載の発明によれば、ＬＥＤチップの光量又は色温度を回転量に応じて可変調
整する調光ボリュームの回転軸を操作可能に放熱体又は絶縁体に設けたので、ＬＥＤラン
プを取り替えなくても回転軸を回転操作することにより操作照明光の明るさや色温度を可
変調整でき、ＬＥＤランプの照明装置としての用途を広げることができる。
【０００９】
　請求項２に記載の発明によれば、ＬＥＤチップの光量又は色温度を変更する切換スイッ
チを操作可能に放熱体又は絶縁体に設けたので、ＬＥＤランプを取り替えなくても切換ス
イッチを切換操作することにより照明光の明るさや色温度を変更でき、ＬＥＤランプの照
明装置としての用途を広げることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１実施例に係るＬＥＤランプを示す断面図である。
【図２】本発明の第１実施例に係るＬＥＤランプの点灯回路の回路図である。
【図３】本発明の第２実施例に係るＬＥＤランプの点灯回路の回路図である。
【図４】本発明の第３実施例に係るＬＥＤランプを示す断面図である。
【図５】本発明の第３実施例に係るＬＥＤランプの点灯回路の回路図である。
【図６】本発明の第４実施例に係るＬＥＤランプの断面図である。
【図７】本発明の第５実施例に係るＬＥＤランプの断面図である。
【実施例１】
【００１１】
　以下に本発明を図面に基づき説明するに、図１には本発明の第１実施例に係るＬＥＤラ
ンプ１０が示されている。当該ＬＥＤランプ１０はアルミニウム製の放熱体１１、ＬＥＤ
チップ１２を実装したモジュール基板１３、半透明のガラス製または樹脂製のドーム形グ
ローブ１４、口金１５、ＬＥＤチップ１２に電力を供給する点灯回路１６及び導光部材１
７を備えている。
【００１２】
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　放熱体１１は逆円錐台形の外観を有し、外周部には表面積を増加して放熱効果を高める
ため多数のフィン１１ａが形成されている。放熱体１１の上端面１１ｂには、モジュール
基板１３が固定されている。放熱体１１の下端の開口端面に筒状の絶縁体１８を介して口
金１５が装着され、放熱体１１の内部空間と口金１５の内部空間が連通している。そして
、放熱体１１及び口金１５の内部空間に点灯回路１６が配置され、モジュール基板１３と
点灯回路１６及び点灯回路１６と口金１５がリード線１９で電気的に接続されている。
【００１３】
　ＬＥＤチップに電力を供給する点灯回路１６は、図２に示すように、整流回路１６ａ、
チョークコイル１６ｂとコンデンサ１６ｃから成る平滑回路、調光ボリューム１６ｄ、Ｌ
ＥＤドライバＩＣ１６ｅで構成されている。ソケット１５から供給される交流電流が整流
回路１６ａで整流される。整流回路１６ａの出力電流の脈動が平滑回路１６ｂ，１６ｃで
減少され、調光ボリューム１６ｄを介してＬＥＤドライバＩＣ１６ｅに出力され、ＬＥＤ
ドライバＩＣ１６ｅからＬＥＤチップ１２に印加される。この調光ボリューム１６ｄによ
ってＬＥＤチップ１２に印加されるボリューム電圧を調整することによりＬＥＤランプ１
０の照明光の明るさを変えることができる。
【００１４】
　放熱体１１の上端面１１ｂにはモジュール基板１３を取り囲むようにリング溝１１ｃが
形成されている。このリング溝１１ｃにグローブ１４の下端開口端部が嵌合し、接着剤に
よって放熱体１１に固着されている。このグローブ１４はモジュール基板１３を覆うよう
に放熱体１１に取り付けられている。放熱体１１の上端部１１ｂに固定したモジュール基
板１３には柱状の導光部材１７が立設され固定されている。導光部材１７はプラスチック
成形品で先端部に反射部１７ａを有し、反射部１７の内面に四角錐の形状を有する反射面
１７ｂが形成されている。一方、導光部材１７の基端部には凹部１７ｃが形成され、この
凹部１７ｃをＬＥＤチップ１２に被せるようにして導光部材１７がモジュール基板１３に
取付けられている。凹部１７ｃに対向配置したＬＥＤチップ１２が発する光は凹部１７ｃ
から導光部材１７中に入射し、反射面１７ｂで反射されて、反射部１７ａの周囲に拡散す
る。
【００１５】
　放熱体１１の内面には、点灯回路の調光ボリューム１６ｄが固定されている。この調光
ボリューム１６ｄの回転軸１６ｆが放熱体１１に形成した貫通穴１１ｄに挿通され、回転
軸１６ｆの先端に調光摘み１６ｇが取り付けられている。
【００１６】
　第１実施例に係るＬＥＤランプ１０の構造は以上の通りであって、調光摘み１６ｇを回
転操作してＬＥＤチップ１２に印加される電圧を可変調整することによって、ＬＥＤラン
プ１０の照明光の明るさを変えることができる。そのため、ＬＥＤランプ１０を規格の異
なる別のランプに取り替えなくても照明光の明るさを可変調整でき、ＬＥＤランプ１０の
照明装置としての用途を広げることができる。
【実施例２】
【００１７】
　本発明の第２実施例に係るＬＥＤランプの点灯回路１６の回路構成を図３に示す。当該
点灯回路１６は、整流回路１６ａ、平滑回路１６ｂ，１６ｃ、調光ボリューム１６ｄ、３
個のＬＥＤドライバＩＣ１６ｅ、各ＬＥＤドライバＩＣ１６ｅに接続された３個のＬＥＤ
チップ１２で構成されている。これら３個のＬＥＤチップ１２は互いに発光色（スペクト
ル）を異にするものが選択されている。この点灯回路１６では、調光ボリューム１６ｄに
よって各ＬＥＤチップ１２に印加される電圧の比を可変調整することができる。各ＬＥＤ
チップ１２印加電圧の相互の比を変えることにより、各ＬＥＤチップ１２の光量が変化す
る。その結果、３個のＬＥＤチップ１２の発する光の混合光束における、個々のＬＥＤチ
ップ１２の光束が占める割合が変化するので、ＬＥＤランプの色温度を調光ボリューム１
６ｄの調光摘み１６ｇを回転操作することにより変えることができる。
　なお、第２実施例に係るＬＥＤランプ２０の他の構造は第１実施例に係るＬＥＤランプ
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１０と同じであるので、断面図を省略する。
【実施例３】
【００１８】
　本発明の第３実施例に係るＬＥＤランプ２０を図４に示す。また、図５に第３実施例に
係るＬＥＤランプ２０の点灯回路１６の回路構成を示す。第１実施例に係るＬＥＤランプ
１０の点灯回路１６は調光ボリューム１６ｄを備えているが、本実施例の点灯回路１６は
調光ボリューム１６ｄに代えて、切換スイッチ１６ｈと抵抗値が異なる二つの抵抗１６ｋ
，１６ｍを備えている。切換スイッチ１６ｈを抵抗１６ｋ又は抵抗１６ｍに切換接続する
ことにより、ＬＥＤチップ１２に印加される電圧を変えてＬＥＤランプ２０の照明光の明
るさを変えることができる。
なお、点灯回路１６の他の構成は第１実施例に係る点灯回路と同じであるので、同一の構
成要素に同一の符号を付して説明を省略する。
【００１９】
　図４に示すように、第３実施例に係るＬＥＤランプ２０の放熱体１１の内面に切換スイ
ッチ１６ｈが固定され、切換スイッチ１６ｈのノブ１６ｎが放熱体１１の周壁面に形成し
た開口１１ｅから放熱体１１の外部に突出している。開口１１ｅ中でノブ１６ｎを上下に
スライドさせることにより、スイッチ１６ｈが抵抗１６ｋ又は抵抗１６ｍに切換接続され
る。
なお、ＬＥＤランプ２０の他の構成は第１実施例に係るＬＥＤランプと同じであるので、
同一の構成要素に同一の符号を付して説明を省略する。
【００２０】
　第３実施例に係るＬＥＤランプ２０の構造は以上の通りであって、切換スイッチ１６ｈ
のノブ１６ｎをスライド操作してＬＥＤチップ１２に印加される電圧を変えることによっ
て、ＬＥＤランプ２０の照明光の明るさを変えることができる。そのため、ＬＥＤランプ
２０を規格の異なる別のランプに取り替えなくても照明光の明るさを変えることができ、
ＬＥＤランプ２０の照明装置としての用途を広げることができる。
【実施例４】
【００２１】
　図６に本発明の第４実施例に係るＬＥＤランプ３０を示す。第１実施例に係るＬＥＤラ
ンプ１０の調光ボリューム１６ｄの回転軸１６ｆの先端には調光摘み１６ｇが取り付けら
れているが、本実施例に係るＬＥＤランプ３０の調光ボリューム１６ｄの回転軸１６ｆの
先端部には調光摘み１６ｇは取り付けられていない。この回転軸１６ｆの先端には直線溝
が形成されている。この溝にマイナスドライバ３１を差し込んで回転軸１６ｆを回転させ
ることにより、ＬＥＤランプ３０の照明光の明るさを可変調整できる。
　なお、ＬＥＤランプ３０の他の構成は第１実施例に係るＬＥＤランプ１０と同じである
ので、同一の構成要素に同一の符号を付して説明を省略する。
【００２２】
　第４実施例に係るＬＥＤランプ３０によれば、第１実施例に係るＬＥＤランプ１０のよ
うに調光摘み１６ｇがＬＥＤランプ３０の外観に現れないので、ＬＥＤランプ３０の外観
が簡潔になる。
【実施例５】
【００２３】
　以下に本発明の第５実施例に係るＬＥＤランプ４０を図７に示す。当該ＬＥＤランプ４
０はアルミニウム製でカップ形の放熱体４１と絶縁材料から成る筒状絶縁体４２と口金１
５を備え、カップ形の放熱体４１の底部に筒状絶縁体４２の一端が固定され、筒状絶縁体
４２の他端に口金１５が装着されている。放熱体４１の内周面には反射層４１ａが形成さ
れている。放熱体の開口端面には透明アクリル樹脂製のカバープレート４３が装着されて
いる。放熱体４１の底部内側中央にはＬＥＤチップ１２を実装したモジュール基板１３が
固定されている。ＬＥＤチップ１２に電力を供給する点灯回路１６が筒状絶縁体４２に内
蔵され、点灯回路１６とモジュール基板１３及び点灯回路１６と口金１５がリード線１９
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で電気的に接続されている。
【００２４】
　点灯回路１６は第１実施例に係るＬＥＤランプ１０の点灯回路１６と同じ回路構成を備
え、調光ボリューム１６ｄが筒状絶縁体４２の内面に固定されている。そして、この調光
ボリューム１６ｄの回転軸１６ｆが筒状絶縁体４２に形成した貫通穴に挿通され、回転軸
１６ｆの先端に調光摘み１６ｇが取り付けられている。
【００２５】
　第５実施例に係るＬＥＤランプ４０の構造は以上の通りであって、調光摘み１６ｇを回
転操作してＬＥＤチップ１２に印加される電圧を可変調整することによって、ＬＥＤラン
プ４０のスポット照明光の明るさを変えることができる。
【符号の説明】
【００２６】
１０，２０，３０，４０…ＬＥＤランプ
１１，４１…放熱体
１２…ＬＥＤチップ
１３…モジュール基板
１５…口金
１６…点灯回路
１６ｄ…調光ボリューム
１６ｆ…回転軸
１６ｇ…調光摘み
１６ｈ…切換スイッチ
１８，４２…絶縁体

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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